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要旨 
①本稿では、20～30代の単身成人未婚者における親子関係と生活問題を探るために実施した「シング

ルのライフスタイルに関するアンケート調査」から、単身成人未婚者が抱える生活問題についての

調査結果を報告する。 

②回答者の大半は、民間賃貸住宅か、勤め先の給与住宅に住んでいる。住居費の実質的な負担額や月

収に占める割合は、寮や社宅を含めて、勤め先から住居費関連の補助を受けているかどうかで大き

く異なっており、補助制度を利用していない（できない）者では利用者に比べて住居費の負担が重

い。 

③勤め先の住居関連補助制度利用者の中には、社宅使用料や寮費負担額の値上げ、寮の売却・閉鎖な

どの変更があったり、変更の見込みがあると答えた者がみられた。経済不況による企業の業績悪化

や、住居関連補助を含めた福利厚生制度全般に対する企業の姿勢の変化によって、単身未婚者に対

する企業の住居関連補助制度にも変化が生じていると考えられる。 

④回答者の多くは、１人暮らしというライフスタイルにさまざまなメリットを感じている一方で、何

かあった場合の不安などデメリットも感じている。実際、病気などで寝込んで食事や身の回りの世

話に困ったり、外出中鍵を紛失して家に入れなくなった経験を持つ人は少なくない。こうしたトラ

ブルを経験したことのない人も、さまざまな不安を感じている。 

⑤単身高齢者と同様に、単身未婚者にも、いざというときに頼ることのできる同居者がいない。いざ

というときのサポート源に乏しいという点で、単身者は生活上さまざまなリスクを抱えているとい

える。未既婚や年齢層にかかわらず、単身世帯は今後増加が見込まれる層である。行政や企業は、

未婚者を含めた単身生活者が抱えるさまざまな生活問題について認識し、そのライフスタイルや生

活リスクに応じたサービス・商品を提供することが必要である。 

 キーワード：単身未婚者、生活問題、１人暮らし  
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はじめに 
 

今年１月に発表された『日本の将来推

計人口（平成14年１月）』の中位推計によ

ると、日本の生産年齢人口（15～64歳）

割合は2000年の68.1％から今後減少を続

け、2020年には60.0％、2050年には53.6％

にまで低下するという（国立社会保障・

人口問題研究所：2002）。この推計によれ

ば、これまで緩やかな増加を続けてきた

日本の総人口は、2006年を境に減少し始

めると見込まれている。 

このような日本全体の人口変動を大

きく左右するのが、将来の出生率である。

2001年における日本の合計特殊出生率は

1.33（概数）であり、人口を維持するた

めに必要な水準（人口置換水準）とされ

る2.08を大きく下回る状態が続いている

(厚生労働省：2002）。少子化の進行が社

会に与える影響は、社会の仕組みによっ

ても左右されるため、少子化が問題であ

るとは一概にはいえない。しかし、少な

くとも中長期を見据えた社会政策の方向

性を考えていく上で、少子化という現象

が与える影響を考慮することは、われわ

れにとって重要な課題の１つといえるだ

ろう。 

少子化が進行している背景には、若年

層における著しい晩婚化・非婚化傾向が

ある。近年の少子化には既婚カップルに

おける出生率低下の影響も出始めている

が（例えば廣嶋：1999など）、一般的には

若年層の晩婚化が少子化の主な要因であ

るという見方がされている（厚生労働

省：2001）。2000年の国勢調査によれば、

20代後半の未婚率は男女とも５割を超え

(男性：69.5％、女性：54.0％）、30代前

半、後半と合わせていずれも５年前に比

べて大幅に上昇している（総務省：2001）。 

宮本ら（1997）は現代の若者について、

最終学校を卒業する時期が遅くなっただ

けでなく、結婚する時期が遅くなってい

くことによって、青年期と成人期の間に、

｢ポスト青年期」という未婚期の新しい段

階が出現したと指摘している。若者たち

に子どもから大人への移行期ともいえる

このような新しい期間が生じたことは、

生きる上での選択肢が多様化したという

正の側面と同時に、イギリスなどでは教

育や雇用、生活自立、各種情報へのアク

セスなどの点で不利な立場に立たされる

若者が増加し、同世代間での不平等が拡

大しているという負の側面が懸念されて

もいる（Ｇ．ジョーンズ＆Ｃ．ウォーレ

ス：1996）。 

若年層における失業率の上昇や非正

規就労者の大幅増加など、日本の若者を

とりまく経済的・社会的状況は、特に1990

年代以降、大きく変化している。日本で

は最終学校を卒業して以降も未婚のまま

親元に同居する若者が多く、近年では彼

らのライフスタイルや親子関係について、

成人して以降も家事や経済の面で親に依

存しているという社会的批判も高まって

いる。しかし、若者の多くが親元にとど

まっている背景には、若者が親元から独

立できるだけの収入や安定的雇用を手に

しにくいという雇用情勢の問題や、住宅

などの受け皿の問題が深くかかわってい

る。実際、筆者が実施したアンケート調

査によれば、親元に同居する若年未婚者
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の多くは親元を離れたいという意向をも

っており、意向をもちながらも別居を実

行しない背景には経済的理由が大きいこ

となどが明らかになっている（北村：

2001）。親と同居する若年未婚者には、独

立・別居が可能でありながらも選択的に

親元にとどまっている層と、独立・別居

を望んでいても、経済的条件が整わない

ために結果的に親元にとどまっている者

があり、両者の生活実態や将来設計は大

きく異なっていると考えられる。 

ところで、これまで親と同居する若者

の存在が注目されてきた一方で、親元を

離れて暮らす成人未婚者のライフスタイ

ルや親子関係にはあまり目が向けられて

こなかった（北村：2002）。近年の経済不

況は、親元を離れたいという若者の独立

を阻んでいる可能性があるだけでなく、

親元を離れた若者たちの日常生活や経済

生活にも何らかの影響を与えていると考

えられる。本稿では、単身成人未婚者の

親子関係と生活問題の実態を探るために

実施した｢シングルのライフスタイルに

関するアンケート調査」から、住宅や日

常生活に関する単身成人未婚者の生活問

題についての調査結果を報告する。なお、

この調査は若年未婚者の親元からの独立

をめぐる問題を考えるために実施された

ものでもある。単身成人未婚者の親子関

係に関する調査結果については、北村

（2002）を参照されたい。 

 

 

１．調査の概要 
 

調査の概要は、次の通りである。なお、

回答者の平均年齢は29.9歳（男性：30.5

歳、女性：29.5歳）であり、主な属性は

図表１に示す。 

①調査対象者 

 全国に居住する20～39歳の単身未婚男

女260名(当社の生活調査モニター及び

その知人。学生は除く) 

②調査実施方法 郵送調査法 

③調査実施時期 2002年１月 

④有効回収数 202票(有効回収率：77.7％)

 

図表1 回答者の主な属性 

  ｎ ％ 

①性別 男性 74 36.6 

 女性 128 63.4 

 合計 202 100.0 

②年齢 20～24 歳 24 11.9 

 25～29 歳 79 39.1 

 30～34 歳 60 29.7 

 35～39 歳 39 19.3 

 合計 202 100.0 

③職業 正社員・正職員 127 62.9  

 パート・アルバイト（注） 55 27.2  

 自営業・自由業 3 1.5  

 無職 12 5.9  

 その他 3 1.5  

 無回答 2 1.0  

 合計 202 100.0 

注：契約社員、嘱託社員、派遣社員を含む
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２．調査結果 
 

(1) 住居と住居費の実態 

１人暮らしの若年未婚者といっても、

住んでいる住居の種類や住居費の状況は、

勤め先の住宅関連補助制度を利用してい

るかどうかで大きく異なっている。ここ

では若年単身未婚者の生活問題の１つと

して住居を取り上げ、その実態を考察す

る。 

①住居の種類 

図表２は回答者が居住する住居の種

類を示したものである。男女とも半数以

上は「民間の賃貸住宅」に居住しており、

｢勤め先の給与住宅」がこれに続いている。

公営賃貸住宅や持ち家に居住する者は、

男女とも２割に満たない。 

年代別、就労形態別に住居の種類を比

較してみると、男女とも20代より30代の

方が、正社員・正職員の者より正社員・

正職員以外の者の方が「民間の賃貸住宅」

に居住する者が多く、「勤め先の給与住

宅」に居住する者が少ない。ただし、女

性では正社員・正職員の者でも、約７割

が「民間の賃貸住宅」に居住している。 

②住居費 

住居費の月額平均は男性が37,222円、

女性が50,787円であり、女性の方が高く

なっている。これは、女性に比べて男性

では、住居費に関する勤め先の補助制度

を利用している者の割合が高いことによ

るものと考えられる。 

 

 

図表２ 住居の種類（性別、年代別、就労形態別） 

 

 

 

 

 

 

（単位：％） 
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勤め先の 

給与住宅 

公営・公 

団･公社の 
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親の持ち家 

性・年代別 男性 20 代(n=35) 40.0 57.1 2.9 － － 

  30 代(n=39) 59.0 15.4 7.7 15.4 2.6 

 女性 20 代(n=68) 66.2 22.1 4.4 2.9 4.4 

  30 代(n=60) 78.3 5.0 3.3 10.0 3.3 

性・就労形態別 男性 正社員・正職員 (n=51) 37.3 45.1 5.9 9.8 2.0 

  正社員・正職員以外 (n=21) 76.2 14.3 4.8 4.8 － 

 女性 正社員・正職員 (n=76) 69.7 21.1 3.9 2.6 2.6 

  正社員・正職員以外 (n=52) 75.0 3.8 3.8 11.5 5.8 
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③勤め先の住居費関連補助制度 

＜利用状況＞ 

図表３は、勤め先の住居関連補助制度

の利用状況を示している。これをみると、

男性では62.2％が何らかの補助制度を利

用しているのに対し、女性では37.5％に

とどまっている。これは、女性では正社

員・正職員として就労する者の割合が男

性より低いことにもよるが、正社員・正

職員として就労している人だけを取り出

してみても、制度の利用状況には明らか

な男女差がみられる（男性82.4％、女性

60.5％）。 

また、住居費や月収に占める住居費の

割合は、補助制度を利用しているかどう

かで男女とも大きく異なっている。非利

用者の場合、月収に占める住居費の割合

は男女とも３割前後を占めるのに対し、

利用者では男性が12.4％、女性が19.4％

にとどまっている。住居費の月平均額を

みても、男性では19,156円、女性では

17,463円の差がみられ、非利用者の方が

負担は大きい。 

＜制度に関する状況変化＞ 

図表４は、正社員・正職員またはパー

ト・アルバイトの者を対象に、ここ数年

間で勤め先の住居関連補助制度に何らか

の変化があったかどうかをたずねた結果

である。男女とももっとも多いのは「特

に変更はないし、変更される見込みもな

い」という回答で、男性の56.9％、女性

の45.3％を占めている。ただし、女性の

場合、「勤め先に住居関連の補助制度は

ない」と答えた人も42.7％を占めており、

その割合は男性に比べて20ポイント以上

も多くなっている。これは、女性の場合、

男性に比べて正社員・正職員として就労

する者が少なく、パート・アルバイトの

者が多いこととも関連している。ただし、

正社員・正職員に関して男女を比較して

も、「勤め先に住居関連の補助制度はな

い」と答えた者は、男性が9.8％であるの

に対し、女性では23.7％で、男性に比べ

て多くなっている。先にみた制度の利用

状況と合わせてみると、男性に比べて女

性では利用者が少ないだけでなく、勤め 

 

図表３ 勤め先の住居関連補助制度の利用状況と住居費の月平均額（性別） 

【男性（ｎ＝74）】 【女性（ｎ＝128）】 

 

 

 

 

 

 

 住居費（月平均額） 月収に占める割合  住居費（月平均額） 月収に占める割合 

利 用 者 29,773円 12.4％  39,787円 19.4％ 

非利用者 48,929円 29.9％  57,250円 31.8％ 

注：利用者は、「独身寮」「社宅」「借り上げ住宅制度」「住宅手当・家賃補助」のいずれか、または

複数を利用していると答えた人。 
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先に制度そのものがない者が多い傾向に

あることがわかる。 

また、もう１つ注目される点は、少数

ではあるが、男女とも「今のところ変更

はないが、いずれ変更があるかもしれな

い」あるいは「変更があった」と答えた

者が１～２割程度みられることである。

「変更があった」と答えた人の具体的な

回答内容をみると、社宅使用料や寮費負

担額の値上げ、寮の閉鎖・売却などの記

述がみられる。一方、「今のところ変更は

ないが、いずれ変更があるかもしれない」

と答えた人では、その理由として、勤め

先の業績悪化により給料・賞与の減額や

各種手当のカットがすでに行われている

から、他社との合併により福利厚生制度

の変更が見込まれるから、などの回答が

あげられている。 

近年の経済不況の影響もあって、多く

の企業では経費削減のため各種福利厚生

制度の大幅な見直しを行っている。各種

制度の中でも、住居関連の補助制度は多

くの企業がもっとも見直しを進めようと

考えている部分でもあり（生命保険文化

センター：1999）、単身者向けの住居関連

補助制度もその例外ではない。これらの

回答は、そのような一部の企業の動きを

反映するものであり、若年単身者の居住

福祉に関する今後の動向を考える上で注

目される結果といえるだろう。

 

図表４ 住居関連補助制度に関する状況変化（性別、年代別、就労形態別） 
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(2) 単身生活で不便を感じていること 

続いて、単身成人未婚者の生活問題を

探るために、彼らが日常生活のどのよう

な場面で不自由や不便さを感じているか

について考察する。 

図表５は、単身成人未婚者が日頃の生

活で不便を感じていると思われる13項目

をあげ、複数回答でたずねた結果である。

図表のように、男女とももっとも多かっ

たのは「宅配便の依頼や受け取り」であ

り、男性の60.8％、女性の69.5％がこの

点をあげている。また、「自治体（役所）

の手続きの時間帯が限られていること」

「平日に洗濯物やふとんを干せないこ

と」｢郵便局や銀行の手続きの時間帯が限

られていること」などの点についても、

ほとんどで半数を超えている。 

男女の差がもっとも大きい項目は「近

所の人とつきあうきっかけや時間がない

こと」であり、男性では24.3％があげて

いるのに対し、女性では10.2％となって

いる。男性ではこの他、「ゴミ出しルール

など、地域に関する情報を得にくいこと」

｢地域の行事や作業に参加しにくいこと」

などの点についても、女性より不便を感

じている人が多い傾向にある。これら３

項目のうち、「近所の人とつきあうきっ

かけや時間がないこと」「地域の行事や

作業に参加しにくいこと」の２項目に関

しては、１人暮らしの経験年数が10年以

上の男性で特に多くなっており、10年未

満の男性に比べていずれも20ポイント以 

 

図表５ 生活上不便を感じていること（性別、１人暮らし経験年数別、複数回答） 
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13.5

1.4

69.5

53.1

48.4
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39.8

27.3

21.1
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17.2

22.7

5.5

5.5

0% 20% 40% 60% 80%

宅配便の依頼や受け取り

自治体（役所）の手続きの時間帯が限ら
れていること

平日に洗濯物やふとんを干せないこと

郵便局や銀行の手続きの時間帯が限ら
れていること

食料品を買い置きして余らせてしまうこと

ひとりで外食しやすい店が少ないこと

クリーニングの依頼や受け取り

帰宅する頃には買い物をする店が閉
まっていること

近所の人とつきあうきっかけや時間がな
いこと

ゴミ出しルールなど、地域に関する情報
を得にくいこと

長期不在時の動・植物の世話

地域の行事や作業に参加しにくいこと

その他

����
男性(n=74)

女性(n=128)

男  性 女  性 

10 年未満
(n=43) 

10 年以上
(n=31) 

10 年未満
(n=95) 

10 年以上
(n=33) 

60.5 61.3 69.5 69.7 

60.5 61.3 52.6 54.5 

62.8 48.4 47.4 51.5 

48.8 58.1 62.1 54.5 

37.2 41.9 41.1 36.4 

32.6 38.7 24.2 36.4 

25.6 29.0 18.9 27.3 

27.9 19.4 21.1 18.2 

14.0 38.7 9.5 12.1 

23.3 19.4 15.8 21.2 

11.6 22.6 23.2 21.2 

4.7 25.8 5.3 6.1 

2.3 － 6.3 3.0 

（単位：％）
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上も高くなっている。男性の場合、周囲

の人々との交流や地域行事等に関心をも

ちながらも、１人暮らし歴が長くなるに

つれ、参加しにくくなる傾向があるのか

もしれない。 

実際に、近所づきあいの状況について

たずねた結果をみると、男性では女性よ

り近所との交流が少ない傾向にあり、な

かでも１人暮らしの経験が長い男性では、

その傾向がいっそう顕著である（図表６）。

一方、女性の場合、１人暮らし歴が長い

者の方が近所づきあいが活発であり、男

性とは対照的な傾向がみられる。 

 

(3) 単身生活のメリット・デメリット 

次に、若年単身未婚者が、１人暮らし

というライフスタイルについて、どのよ

うなメリットとデメリットを感じている

のかについて考察する。 

①1人暮らしのメリット 

図表７は、若年単身未婚者に、１人暮

らしのメリットについて複数回答でたず

ねた結果である。もっとも多かったのは

｢時間を自由に使える」という点で、男女

とも９割以上の者が支持している。若年

単身未婚者にとって、１人暮らしの最大

のメリットは時間の自由ということにな

る。また、続いて多いのは、「親に干渉さ

れない」という点であり、男女とも７割

以上の者がこの点を支持している。 

これら上位２項目の順序は男女に共

通しているが、３位以下は異なっている。

男性の場合、「収入を自由に使える」とい

う点が第２位の「親に干渉されない」と

並んで高く支持されている。男性でこの

点を支持する者は70.3％を占め、女性に

比べて20ポイント以上も多い。男性のう

ち、「収入を自由に使える」という点を支 

 

図表６ 近所づきあい（性別、１人暮らし経験年数別） 
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持している者は、１人暮らしの経験年数

が長い者で特に多くなっており、経験年

数が10年以上の男性では「時間を自由に

使える」に次いで第２位にあげられてい

る。 

②１人暮らしのデメリット 

一方、図表８は１人暮らしのデメリッ

トについて、複数回答でたずねた結果で

ある。図表のように、男女に共通しても

っとも多かったのは「何かあった場合に

不安である」という点で男性の63.5％、

女性の74.2％を占めている。第２位は男

女とも「生活費がかかる」であり、男性

では55.4％、女性では66.4％があげてい

る。男性ではこれらに加えて「家事が面

倒」｢親に何かあった場合のことが心配」

「時間の使い方がルーズになる」の３項

目で半数を超えている。 

これに対して女性の場合、上位２項目

に加えて「家賃の負担が重い」という点

をあげる者が半数以上を占めている。先

にもみたように、男性と女性では勤め先

の住宅関連補助制度の利用状況が大きく

異なっており、女性では勤め先からの補

助なしで民間賃貸住宅に居住する者の割

合が高くなっている。生活費や家賃に負

担を感じている者の割合が女性で高いこ

とには、このような点が関連していると 

 

図表７ １人暮らしのメリット（性別、１人暮らし経験年数別、複数回答） 

（単位：％） 
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みられる。なお、男性でも民間賃貸住宅

に居住する者では家賃に対する負担感を

感じている者が多い。民間賃貸住宅に居

住する者では、男性の62.2％、女性の

68.5％が「家賃の負担が重い」という点

を１人暮らしのデメリットとしてあげて

いる。 

また、男女の差がもっとも大きかった

項目は「他人と生活できなくなる」であ

り、男性の12.2％に対し、女性では37.5％

と25ポイント以上の大差がみられる。１

人暮らしの経験年数別にみると、経験年

数が10年以上の女性ではこの点をあげる

人が特に多く、半数以上を占めている。

これらの女性では、約４割が「結婚する

気がしなくなる」という点をあげてもい

る。加齢による影響も考えられるが、女

性の場合、１人暮らしの経験が長くなる

と、結婚や他者との生活に対する意識が

大きく変わっていくのかもしれない。 

 

(4) トラブルの経験と不安 

続いて、対象者が単身生活を送るなか

で、これまで実際にどのようなトラブル

を経験したのか、あるいは日常生活にお

いてどのようなトラブルに不安を感じて 

 

図表８ １人暮らしのデメリット（性別、１人暮らし経験年数別、複数回答） 

（単位：％） 
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いるのか、などについて考察する。 

①トラブルの経験 

図表９は、１人暮らしの生活を通じて、

これまでにどのようなトラブルを経験し

たかをたずねた結果である。男女とも経

験者がもっとも多いのは「病気やけがで

寝込み、食事や身のまわりの世話に困る

こと」であり、半数以上の男女が実際に

このような経験をしている。 

また、「戸締まりや火の始末を忘れて、

外出すること」を経験した人は男性の

8.1％、女性の18.8％であるが、「戸締ま

りや火の始末をしたかどうか、不安にな

って家に戻ること」については男性の

43.2％、女性の45.3％が経験している。

実際に戸締まりや火の始末を忘れて外出

した経験をもつ人はそれほど多くはない

ものの、忘れたかどうか気になって確か

めに戻るという経験はかなりの人に共通

するものといえる。 

この他、「自宅に鍵をかけて外出し、

鍵をなくして家に入れなくなること」も、

２割前後の男女が実際に経験している。

また、女性では「自宅にいたずら電話が 

 

図表９ トラブルの経験（性別、１人暮らし経験年数別） 
(単位：％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注：図中の数値は「実際に経験したことがある」「経験したことはないが、不安を感じている」「経験したことはない

し、不安もない」という３つの選択肢のうち、「実際に経験したことがある」と答えた人の割合。 
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52.7

43.2

23.0

21.6

14.9

8.1

5.4

4.1

4.1

4.1

2.7

2.7

1.4

64.8

45.3

18.0

47.7

20.3

18.8

6.3

7.8

7.0

7.0

10.9

14.8

0% 20% 40% 60% 80%

病気やけがで寝込み、食事や身のまわ
りの世話に困ること

戸締まりや火の始末をしたかどうか、不
安になって家に戻ること

自宅に鍵をかけて外出し、鍵をなくして
家に入れなくなること

自宅にいたずら電話がかかること

自宅に押し売りやストーカーなどが来る
こと

戸締まりや火の始末を忘れて、外出す
ること

空き巣やピッキング、強盗などの被害を
受けること

外で財布や定期などをなくして、家に
帰れなくなること

事故や災害などの緊急時に､家族が自
分の安否をなかなか確認できないこと

突然の病気やけがで自宅で倒れても、
誰にも気がつかれないこと

のぞきや洗濯物の盗難などの被害を受
けること

自宅までの帰り道で誰かに襲われた
り、つきまとわれたりすること

地域でなにかあったとき、周囲の人に
自分が不審者だと思われること

����
男性(n=74)

女性(n=128)

-

男  性 女  性 

10 年未満
(n=43) 

10 年以上
(n=31) 

10 年未満
(n=95) 

10 年以上
(n=33) 

44.2 64.5 59.0 81.8 

34.9 54.8 41.1 57.6 

20.9 25.8 15.8 24.2 

18.6 25.8 43.2 60.6 

11.6 19.4 17.9 27.3 

9.3 6.5 15.8 27.3 

7.0 3.2 4.2 12.1 

4.7 3.2 5.3 15.2 

4.7 3.2 6.3 9.1 

2.3 6.5 6.3 9.1 

4.7 － 9.5 15.2 

2.3 3.2 10.5 27.3 

2.3 － － － 
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かかること」を半数近くが経験している

ほか、「自宅に押し売りやストーカーが

来ること」「自宅までの帰り道で誰かに

襲われたり、つきまとわれたりすること」

｢のぞきや洗濯物の盗難などの被害を受

けること」などの危険な経験をした者も

１～２割程度を占めている。このような

トラブルの経験者は、いずれも１人暮ら

しの経験年数が長い女性で多くなってい

る。女性の場合、１人暮らしの経験年数

が長くなると、危険なトラブルに遭遇す

る可能性も高くなるとみられる。 

②トラブルへの不安 

図表10は、さきに図表９で示したトラ

ブルについて、「経験はないが、不安を感

じている」と答えた者の割合を示してい

る。図表のように、男女に共通して多く

が不安を感じている項目と、女性で特に

不安を感じている者が多い項目に分かれ

る結果となった。 

まず、男女に共通して不安感が高い項

目は、「空き巣やピッキング、強盗などの

被害を受けること」「突然の病気やけが

で自宅で倒れても、誰にも気がつかれな 

 

図表10  トラブルへの不安（性別、１人暮らし経験年数別） 
(単位：％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

注：図中の数値は「実際に経験したことがある」「経験したことはないが、不安を感じている」「経験したことはない

し、不安もない」という３つの選択肢のうち、「経験したことはないが、不安を感じている」と答えた人の割合。 

 

男性 女性 

10年未満
(n=43) 

10年以上
(n=31) 

10年未満
(n=95) 

10年以上
(n=33) 

72.1 77.4 83.2 81.8 

86.7 67.7 80.0 84.9 

74.4 61.3 74.7 69.7 

65.1 67.7 68.4 63.6 

62.8 61.3 63.2 48.5 

46.5 54.8 54.7 60.6 

41.9 22.6 41.1 30.3 

32.6 25.8 29.5 12.1 

27.9 29.3 67.4 60.6 

25.6 25.8 73.7 69.7 

20.9 29.0 15.8 21.2 

23.3 16.1 75.8 60.6 

16.3 16.1 37.9 36.4 
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68.9

66.2
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50.0

33.8

29.7

28.4

25.7

24.3

20.3

16.2

82.8

81.3

73.4

67.2

59.4

56.3

38.3

25.0

65.6

72.7

17.2

71.9

37.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

空き巣やピッキング、強盗などの被害を
受けること

突然の病気やけがで自宅で倒れても、
誰にも気がつかれないこと

事故や災害などの緊急時に､家族が自
分の安否をなかなか確認できないこと

戸締まりや火の始末を忘れて、外出する
こと

外で財布や定期などをなくして、家に帰
れなくなること

自宅に鍵をかけて外出し、鍵をなくして
家に入れなくなること

戸締まりや火の始末をしたかどうか、不
安になって家に戻ること

病気やけがで寝込み、食事や身のまわり
の世話に困ること

自宅に押し売りやストーカーなどが来るこ
と

のぞきや洗濯物の盗難などの被害を受
けること

地域でなにかあったとき、周囲の人に自
分が不審者だと思われること

自宅までの帰り道で誰かに襲われたり、
つきまとわれたりすること

自宅にいたずら電話がかかること

���
男性  (n=74)

女性(n=128)
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いこと」「事故や災害などの緊急時に、家

族が自分の安否をなかなか確認できない

こと」「戸締まりや火の始末を忘れて、外

出すること」「外で財布や定期などをな

くして、家に帰れなくなること」「自宅に

鍵をかけて外出し、鍵をなくして家に入

れなくなること」などの項目である。こ

れら６項目では、いずれも半数以上の男

女が不安を感じていると答えている。 

これに対して、「のぞきや洗濯物の盗

難などの被害を受けること」「自宅まで

の帰り道で誰かに襲われたり、つきまと

われたりすること」「自宅に押し売りや

ストーカーなどが来ること」「自宅にい

たずら電話がかかること」といった項目

では、不安を感じている人が女性におい

 

図表11 関心のある商品やサービス（性別、１人暮らし経験年数別） 

(単位：％) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：図中の数値は「関心がある」「やや関心がある」と答えた人の合計。

男  性 女  性 

10 年未満

(n=43) 

10 年以上

(n=31) 

10 年未満

(n=95) 

10 年以上

(n=33) 

95.4 80.7 84.2 84.9 

86.1 90.3 88.4 78.8 

81.4 77.4 65.3 60.6 

74.4 77.4 80.0 84.9 

69.8 71.0 68.4 66.7 

58.1 61.3 54.7 54.5 

55.8 61.3 89.5 84.8 

53.5 54.8 66.3 75.8 

55.8 51.6 77.9 78.8 

37.2 51.6 26.3 21.2 

41.9 45.2 46.3 33.3 

34.9 45.2 14.7 24.2 

32.6 38.7 33.7 48.5 

23.3 38.7 21.1 18.2 

32.6 25.8 33.7 42.4 

25.6 19.4 29.5 54.5 

20.9 19.4 23.2 42.4 

11.6 29.0 13.7 12.1 
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43.0
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24時間営業のスーパーマーケット

コンビニで役所手続きができるサービス

インターネットや電話で銀行の手続きが
できるサービス

荷物預かりボックス付きの賃貸住宅

コンビニでの宅配便受け取り・預かり
サービス

コンビニでのクリーニングの受け取り・預
かりサービス

空き巣・ピッキング防止のための防犯
グッズ

駅構内にあるスーパーマーケット

緊急時に警備員が駆けつける通報ベル
サービス

食堂・食事サービス付きの賃貸住宅

管理人が常駐する賃貸住宅 

洗濯・掃除サービス付きの賃貸住宅

クリーニングの宅配サービス

食事・洗濯・掃除などの家事代行サービ
ス

動・植物の一時預かりサービス

食料品・生活雑貨の宅配サービス

生存確認のための定期的な電話コール
サービス

電話によるモーニングコールサービス
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男性(n=74)

女性(n=128)
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て著しく多く、男性との差は20～50ポイ

ント以上に達している。 

 

(5) 関心のあるサービスや商品 

最後に、単身成人未婚者たちがどのよ

うなサービスや商品に関心をもっている

かを探るため、各種サービス・商品への

関心度をみてみよう。 

図表11は、単身未婚者にとって関心が

高いと思われる各種サービスをあげ、そ

れぞれに対する関心の度合いをたずねた

結果である。図をみると、①男女に共通

して関心が高い項目、②女性で関心が高

い項目、③男性で関心が高い項目、の大

きく３つに分かれていることがわかる。 

まず、①男女に共通して関心が高い項

目は、「24時間営業のスーパーマーケッ

ト」「コンビニで役所手続きができるサ

ービス」「インターネットや電話で銀行

の手続きができるサービス」「荷物預か

りボックス付きの賃貸住宅」「コンビニ

での宅配受け取り・預かりサービス」「コ

ンビニでのクリーニングの受け取り・預

かりサービス」などの項目である。これ

らのサービスや商品には、男女とも半数

以上が関心をもっている。 

次に、②女性で関心が高い項目は、｢空

き巣・ピッキング防止のための防犯グッ

ズ」「緊急時に警備員が駆けつける通報

ベルサービス」「生存確認のための定期

的な電話コールサービス」の３項目であ

る。防犯や緊急時対策に関するこれらの

サービス・商品に対しては、男性より女

性の方が20～30ポイント以上も関心をも

つ者が多くなっている。 

これに対して③男性で関心が高い項

目は、「食堂・食事サービス付きの賃貸住

宅」「洗濯・掃除サービス付きの賃貸住

宅」「食事・洗濯・掃除などの家事代行サ

ービス」の３項目である。男性単身者の

場合、家事に関するサービスや商品に対

する関心が高くなっており、このような

傾向は１人暮らしの経験が長い男性にお

いてより顕著である。 

 

 

３．まとめ 
 

(1) 単身未婚者の居住福祉 

調査結果からもみえてくるように、１

人暮らしの若年未婚者といっても、その

住生活や住居費をめぐる状況は、勤め先

から住居に関する補助を受けているかど

うかで大きく異なっている。単身者の家

計や住居に関する統計にはいくつかの資

料があるが、勤め先などから住居関連の

補助を受けているかどうかに留意して分

析を行っているものはあまりみられない。 

未婚者にかぎらず、単身生活にかかる

諸経費を考える上で、住居費は非常に大

きな比重を占める。日本の場合、単身未

婚者の住居に関しては、従業員に対する

福利厚生の１つとして主に企業によって

賄われてきた。しかし、近年の経済不況

の影響もあって、一部の企業では住居関

連の補助制度のあり方を見直す動きも出

てきている。少し前のデータになるが、

生命保険文化センターの『平成10年度 

企業の福利厚生制度に関する調査』によ

れば、企業が見直しを進めたいと考えて

いる福利厚生制度として「社宅・独身寮

等」はもっとも多くあげられている。今
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回の回答者の中にも、寮や社宅の廃止、

あるいは負担額の増額などの形で実際に

制度が変更されたり、あるいは今後変更

が見込まれると答えている者がみられた。 

従業員への福利厚生に対する企業の

姿勢が変化しつつある上、若年者の雇用

情勢が厳しさを増している近年の状況は、

若年単身未婚者の居住福祉にもきわめて

重大な影響を与えていると考えられる。

仕事を得られない若者が増加している上

に、勤め先の福利厚生制度の恩恵を受け

やすい正規従業員という安定した職を得

られる可能性が低下している。これは、

若者たちが、親元から独立するための経

済的基盤を得にくくなっていることを示

してもいる。将来的に社会を支える若者

たちが、自立して生活を営んでいくこと

ができるような居住福祉のあり方につい

て、議論することが必要ではないだろう

か。 

 

(2) 単身未婚者と地域 

これまで、１人暮らし高齢者の生活問

題は、福祉の観点から常に検討されてき

たが、若年単身未婚者の生活問題につい

てはそれほど問題にされてこなかった。

単身成人未婚者は、親と同居する成人未

婚者に比べれば少ないものの、未婚期の

長期化にともなって社会全体の中ですで

に一定の層を形成するだけの実数を占め

ている。また、若年層の未婚率が現在の

水準を維持していけば、将来的には一定

の割合で生涯未婚者が生じることになり、

その存在が社会全体において無視できな

い割合を占めることになる可能性もある。 

１人暮らしというライフスタイルは、

さまざまなメリットと同時に、数多くの

デメリットをともなう居住形態でもある。

今回の調査結果でも、時間の自由や親の

干渉からの自由をはじめ、数多くのメリ

ットがあげられた一方で、何かあった場

合の不安や生活費の問題などデメリット

も多くあげられていた。また、日常生活

を営む上で、単身生活ゆえの不便さを感

じたり、トラブルを経験したという人も

少なくなかった。 

例えば、回答者のうち、男性の半数弱、

女性の４割弱は近隣の人々とのつきあい

がまったくない状況にあった。また、つ

きあいがあるといっても、その多くはあ

いさつをかわす程度であり、お互いに訪

問しあったり、立ち話をするという関係

をもつ人はきわめて少ない。女性の場合、

１人暮らしの経験年数が長い人の方が近

所づきあいが活発な傾向がみられるのに

対し、男性の場合には、１人暮らしが長

い人において、近所づきあいが乏しい傾

向がより顕著であった。男性の場合、未

婚期の１人暮らし生活が長期間にわたる

ようになると、地域から孤立し、周囲と

の交流をもちにくくなる傾向があるのか

もしれない。 

１人暮らしの経験年数が長い男性の

中には、近所とのつきあいや地域の行事

に関心をもっているものの、参加するき

っかけや時間がないことに不便を感じて

いる人もみられる。今後は、地域への参

入意欲をもつ若い単身未婚者が、地域情

報や地域のネットワークにアクセスしや

すくなるような社会環境を整えていく、

という視点がもっと重視されてもよいだ

ろう。 
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(3) 単身者のライフスタイルや生活リス

クに応じたサービス・商品への視点 

健康、経済、犯罪などトラブルに直面

するリスクは、年齢や性別による違いは

あるが、すべての単身者に共通する生活

問題だといえる。単身高齢者と同様に、

単身未婚者にも、いざというときに頼り

にできる同居者がいない。いざというと

きのサポート源に乏しいという点で生活

上さまざまなリスクを抱えているにもか

かわらず、単身未婚者に関しては、その

生活リスクを補うような公的サポートが

ほとんど提供されていないのが現状であ

る。 

未既婚や年齢層にかかわらず、単身世

帯は今後増加が見込まれる層である。行

政や企業は、未婚者を含めた単身生活者

が抱えるさまざまな生活問題について認

識し、そのライフスタイルや生活リスク

に応じたサービス・商品を提供すること

が必要であろう。例えば、すでに提供さ

れている単身高齢者向けの各種サービス

を、一定の費用を負担することによって、

単身未婚者も利用できるようにする、と

いう視点などがあってもよいのではない

だろうか。 

日本ではこれまで、若者世代の生活全

般に対する公的支援の必要性についてあ

まり議論されてこなかった。しかし、少

子化や非婚・晩婚化などの社会現象は、

若者世代のライフスタイルの変化だけで

なく、若者をとりまく社会的・経済的構

造と深くかかわっている。その行方は、

若年世代に対する福祉社会のあり方によ

っても大きく変わっていくだろう。１人

暮らしの未婚の若者というと、気楽で自

由な生活を楽しんでいるというイメージ

をもたれる場合も少なくない。また、単

身未婚者の生活を社会的にサポートする

ことは、若者の非婚・晩婚化を助長し、

少子化に拍車をかけるのではないかとい

う見方もあるだろう。しかし、近年の経

済不況や未婚期の長期化にともなって、

若者たちをとりまく経済的・社会的状況

は大きく変化している。単身未婚者を含

めた若者たちが、現在の日常生活や、将

来的な生活設計を考える上で抱えている

さまざまな生活不安を取り除くような支

援のあり方について、若年世代への生活

福祉という視座から議論してみることも

必要ではないか。 

（研究開発室 研究員）
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